
効果的な ICT活用実践研究校 藤江小学校 ３学期のまとめ 
第２学年生活科 

単元名 自分はっけん～自分のことをもっと知りたいな～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （教材研究→学びづくり案） 

 

 

 

 

  

〈校内で協議〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学びづくり案で具現化〉 

 
単元計画を立てる上で
教材はどのように扱った
らよいのだろう？ 

 
生活科ではどのような
力を付けたらいいの？ 

 成長をアルバムやスライドに
まとめることが目的？ 

子どもたちが自分の成長に興味をもって，成長をまとめ，成長に気付くことができる授業を行いたい！ 

子どもが自分で表したい方法でまとめ，成長に気付いたり，これからの生活に意欲や自信をもったり

することができる授業にするにはどうしたらよいだろう？ 

「成長に気付く」ためには，過去と現在を「比べる」のがポイントになりそうだ
ね。教科書にインタビューや写真を見る方法が書いてあるけど，このほかに何
かあるかな。 

自分のよさや成長をいろいろな視点から考えることができるようにしたいな。まずは，
自分自身のことを振り返ったり，友達とよいところや頑張ったところを交流したりしてみ
よう。 
でも，いくら言葉で成長を振り返っても実感しにくいのではないか。写真や動画など
で振り返ると，成長をより実感することができるかもしれない。ここにＩＣＴを活用できな
いかな。 

 教科書の配列は 
どうなっているのかな？ 

 生活科での ICTの 
活用は…？ 

 子どもが表現したことを 
どう評価したらよいのだろう？ 

 

成長に興味を持ったり，気付
いたりするためにはどうしたら
よいのだろう？ 

「成長に気付く」ところが難しいね。どのような手立てが必要になるかな。 

成長をまとめる活動でＩＣＴを活用できそうだね。ロイロノートやスライド，アル
バムなどいろいろな方法から子どもたちが選べるようにするといいね！ 

成長したことや成長の過程を写真や動画を使ってまとめると，視覚的に成長
を実感しやすくなりそうだよ！ 

授業者 

授業者 



 

          （授業実践） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業のポイント】 

・振り返りやインタビューなどを通して自分の成長について調べたことを，ＩＣＴを活用し

てまとめることで成長を実感する。 

【単元の内容が身に付いた子どもの姿】 

・自分の成長について振り返り，今後の生活の目標を持つことができる姿。 

【効果的なＩＣＴ活用】 

・どんなところが成長したか，どのように成長してきたか調べ，カードにまとめたり，写 

真や動画を保存したりすることで成長を視覚的に振り返ることができる。 

・カードなどの情報，写真や動画を整理する場面等で，修正を繰り返しながら，自分の

成長をまとめることができる。 

成長を調べる 

１．自分自身で生活や成長したことを振り

返ってカードにまとめたり，友だちとお互

いのよいところを伝え合ったりする。 

学習活動 
自分が表したい方法で，自分の成長を「自分 はっけん」にまとめよう！ 

２．家族にインタビューし，自分の成長につ

いて分かったことをカードにまとめる。 

３． 家族以外で自分の成長を知っている

人にインタビューする計画を立てる。  

４．家族以外の人にインタビューし，分かっ

たことをカードにまとめる。 

５．まとめたカードや写真を見て成長に気

付く。 

授業者 

 

 

 

インタビューをたくさんすると，自分

が知らない自分を知れて楽しい

な。インタビューした相手ごとにカ

ードにまとめておこう！ 

〈成長を視覚的に振り返るための活用〉 

よいところやがんばったところがたくさ

ん増えてうれしいな。もっと自分の成長

を調べたいな。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の作品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成長をまとめる 

６．調べてきたことを基に，自分が表した

い方法で「自分 はっけん」の作品にま

とめる。  

７．成長が伝わりやすい作品にするために

工夫しながらまとめる。 

８．作品を見た人に，自分の成長が伝わり

やすい作品にするために，友達と作品

を見合い，意見交換をする。 

９．友達からもらった意見を基に，修正を

加え完成させる。 

 

１０．自分の成長を友達と交流する。 

交流する 

 はじめ【なんの話か】 
自分のせいちょう 

２，３さいのときから２年

生までのせいちょう 

おわり【まとめ（３年生に

むけて）】 

３年生でがんばることを

書く。 

どの順番で説明したら，成

長が伝わりやすいかな。 

【児童の振り返りより】 

・「いつ」のことか分かるようにすることと，間の順序に気を付けてまとめることを工夫しました。 

・アニメーションを付けて楽しい雰囲気になったけど，もっと分かりやすくするために，写真を貼ったり，

説明する文章をたくさん書いたりしたいです。 

・１つのページの写真やアニメーションにこだわってしまい，作品づくりが進みませんでした。早めに全

体を終わらせて，それからこだわりたいところを丁寧に直していくとうまくいくと思いました。 

・スライドを使うと，写真で赤ちゃんの時の様子がすぐ分かるし，アニメーションをつけると楽しい感じ

やその時の気持ちを動きにして表現することができて面白いと思いました。 

 

〈修正を繰り返すための活用〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析・評価）  

                  

〈全体協議～ICTの活用が，児童の学びに効果的なものとなっていたか～〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが表現方法を選ぶ
ことのできる環境になってい
て，意欲的にまとめていたね。 

表現方法が違うと，進度
の差が大きいね。 

これまでロイロノートでまとめて
いたインタビュー内容が，作品づく
りの手掛かりになっていたよ。 

子どもたちは，どのくらい過去
の自分と比べ，成長を実感するこ
とができていたかな。 学習のねらいに応じて，学

校で行うことと，家で取り組
むこととを分けることで進度
の差が生まれにくくなるので
はないかな。 

ＩＣＴを活用してまとめている児童の作品は視覚
的に分かりやすくなっている反面，紙媒体で作って
いる児童より自分の言葉で説明する部分が少な
い児童がいたよ。教師が見取って声掛けをするこ
とが必要だね。 

「何か成長に気付いた？」などの声
掛けをすることが必要だね。 

 

 



 

 

（次年度に向けての改善） 

 

＜３学期研究授業・協議から＞ 

〇 個別最適な学びを行うために 

・ 子どもが自らの興味・関心，特性等に応じて表現方法を選択できるようにする。他の単元でも，子 

どもたちが自分の考えを表現することができるようにする。 

 

＜今年度のＩＣＴパイロット校の取組から＞ 

〇 教師がＩＣＴをより効果的に使うために 

・ 引き続き，教材研究を重ね，何のために学ぶのかを明確に持つとともに，児童のつまずき等，実態 

を把握する。また，学習のねらいを達成するために「いつ・どの場面で・どのように活用するのか」 

を意識して授業づくりをする。 

〇 児童が自らＩＣＴを利活用できるようにするために 

・ ＩＣＴのよさを児童が実感できるよう，ＩＣＴを使いながら，その機能の良さについて考え，共有する。 

・ 総合的な学習の時間等の授業で，生徒が自ら選んだＩＣＴツールを使ってじっくり表現したり，作成 

したりする場を設定する。 

・ 教材や自身の行動を基に，ＩＣＴのよりよい使い方について考える機会を持つ。 


